



















































































































































































年月日 場所 状況 引用
????????
???????????????? ヶ? ? ?? ?? ?? ??? ? ?? ?? ????????? 群関他（2005）
群関他（2005）
群南部他（2002＞
群関他（2005）
群関他（2005）
メス死体南部他（2003〉
メス死体南部他（2004〉
群南部他（2005〉
性別不明死体南部他（2006》
・10時前，石川県七尾市大泊沖4～5マイルで，イ
ルカ数十頭に遭遇した（図1－⑧)。
・15時頃，富山県高岡市雨晴沖3マイルで，約800
頭（1000頭近い）のイルカに遭遇した。船の周
り中イルカであった（図1－⑦)。
写真鑑定（ジョイマリンエンジニアリングホーム
ページ（http:/6oymar1necom/90Ostshtml）による｡）
：雨晴沖の1枚の写真に写っていたlo頭のイルカ
のうち，8頭はカマイルカと鑑定された。
5．富山県魚津沖
富山テレビ放送からの情報提供による。
概要：2006年5月10日，10時頃，魚津漁港沖でイ
ルカを目撃した（図1－⑨)。
写真鑑定：撮影された1枚の写真にカマイルカが
3頭写り，1頭はジャンプしていた。
6．富山県黒部沖
桜井浩二氏からの‘情報による。
概要：2006年4月30日，ヨットで新潟県柏崎市か
ら富山県黒部市へ向かう途中の12時20分頃，黒
部市宮崎鼻沖8kmで，富山方面から姫川方面（岸
にそって西から東）へ向かっているイルカの先頭
集団（数十頭）と遭遇した（図1－⑩)。さらに，
この先頭集団の後方に，長い1列の筋のように見
える大きな集団と遭遇した。幅5～6mで5頭ほど
の群で泳いでおり，その100m程離れたところに
もう1列の群れがおり，100m程離れて2列になっ
ていたと思われる。ヨットと最も近づいたのはイ
ルカから50m程の距離で（図7)，イルカの呼吸す
る音が聞こえた。ヨットは5ノット（時速約9キ
ロ）で走行しており，群れとすれ違いに要した時
間は40分ほどであった。群れの長さは3kmを超
えていたと思われる。目撃したイルカは水族館で
みたことのある白黒模様のカマイルカであった。
目撃したイルカの総数は1000頭ほどだった。
写真の鑑定（桜井浩二氏提供）：
・10頭写っている写真：背びれのカマ状の特徴よ
り9頭がカマイルカと鑑定できた。
・3頭写っている写真：1頭は，胸びれや胸の模
様よりカマイルカであった。
図7ヨットから50mほどですれ違ったカマイルカ
の群（桜井浩二氏提供）
考察
富山湾へのカマイルカの来遊状況
1．過去の記録
2006年のストランディング，聞き取り!情報により
確認できたイルカはカマイルカとハナゴンドウであっ
た。前者は富山湾では最もよく確認されている種で
あるが，後者の確認例は少ない（佐野，1999；需藤，
1999；桶田，2000;南部他，2001,2003,2004；南部
他，2003,2004,2005,2006)。
富山湾（富山県側）のカマイルカの記録は，2，4，
5，6月の記録があるが（表l)，4，5月が多く，2006
年に確認された月と一致する。
2．2006年のカマイルカの来遊状況
2006年のカマイルカのストランディングは，5月
6蔭
富山湾における鯨類の記録（2006年：
れらの個体群はオホーツク海に抜けたと考えられる
が，同時期に北海道太平洋側の記録が出現する事か
ら，少なくとも一部のカマイルカは津軽海峡を抜け
て太平洋側に移動すると推定でき，これは噴火湾や
津軽海峡などでの目視'情報（柴田他，20()6）とも一
致する。一方，秋以降の移動に関してはストランディ
ングレコードには明確に現れず，南下の時期や移動
の状況などについては不明である。
8日～15日の1週間ほどの間に富山湾西部の高岡市
雨晴から氷見市島尾にかけての狭い範囲で，4例4個
体が確認された。マリー ナ関係者等からの聞き取り
により，4月下旬頃には，雨晴沖から氷見市沖には，
イルカの大きな群れが来遊しており，写真鑑定でき
たものは全てカマイルカであったことから，この時
期にカマイルカの大きな群が来遊し，何らかの原因
により，死亡し，相次いで漂着したものと考えられ
る。
4月30日の目撃情報より，富山湾の東西で，目撃
時間帯が異なる大きな群が確認されており，カマイ
ルカだけの群れなのか，他のイルカが混じった群れ
なのかは不明であるが，少なくとも，富山湾の東西
にそれぞれにカマイルカを中心とした1000頭近くの
大きな群が存在していたと思われる。富山湾東部の
群は，東へ向かっているのが観察されており，新潟
県沖合方面へ海岸沿いに回遊している途中と思われ
る。
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日本海におけるカマイルカの季節移動
日本海のカマイルカは，冬から夏にかけて本州沿
岸を北上し，オホーツク海まで移動すると考えられ
ている（石川,1995;岩崎,1997)。日本鯨類研究所ス
トランディングデータベース2006に基づき日本海側
のカマイルカのストランディングレコードを月別緯
度別にう．ロットすると，この季節移動が鮮明となる
(図8)。すなわち，l～3月までは33．401N付近（九
州北部）から37．N付近（新潟県）まで広範囲に分
布していたカマイルカが，4月頃から40．N（秋田県
北部）を越え，6月には42°（北海道）に至っている。
7月以降の北海道日本海側の記録は皆無に近く，こ
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日本海側カマイルカにおけるストランディング緯度
の月別推移。参考として北海道太平洋側の記録もプ
ロットした。
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